
山県市
まちづくりアンケート調査
（市民・中学生）

概要版

１

１



●まちづくり市民アンケート調査
・第３次山県市総合計画に先だつ市民意識調査（紙の調査票と
 Webアンケートの併用）。
・18歳以上の市民から2,100人を無作為抽出。

●まちづくり中学生アンケート調査（今回初）
・原則、市内612人すべての中学生に調査（ウェブのみ）。
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回収数 811票（回収率38.6％）
紙・Web回収数 紙602票（74.2％） Web209票（25.8％）

回収数 525票（回収率85.8％。学校内でホームルー
ム等の時間で行ったため、回収率が高い）



まちづくり市民アンケート調査（属性の前回比較）

●属性に関する前回比較（性別）
今回調査                 前回調査（平成30年10月）

●属性に関する前回比較（年齢）      前回調査

→性別、年齢の構成比は前回と非常に類似している。
 50歳代、60歳代が４割以上を占めている。
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無回答
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無回答

（％）
n=791
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（％）n=791



   まちへの愛着度（中学生との比較）
●市民アンケート調査（18歳以上）   ●まちづくり中学生アンケート調査

→市民、中学生ともに、７割近くが愛着を感じている。
（『感じる』『やや感じる』の合計）

１

4

35.9

33.3
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7.9
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無回答

（％）n=811
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あまり感じない
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無回答

（％）n=525



    まちへの愛着度（前回比較）
●市民アンケート調査（18歳以上）  ●前回調査（18歳以上）

→前回と比較すると「どちらとも言えない」が上昇、
一方で「あまり感じない」が低下した。
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感じない

（％）n=811
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やや感じる

どちらとも言えない

あまり感じない
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無回答

（％）n=789
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39.2

30.7
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ややそう思う

そう思う
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（％）n=525
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（％）n=811

 まちは暮らしやすいか（中学生との比較）
●市民アンケート調査（18歳以上） ●まちづくり中学生アンケート調査

→「そう思う」「ややそう思う」の合計は、
市民については58.0％、中学生については69.7％となっており、
どちらも「そう思わない」「あまりそう思わない」の合計を上回っている。
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   まちは暮らしやすいか（前回比較）
●市民アンケート調査（18歳以上） ●前回調査（18歳以上）

→「そう思う」「ややそう思う」の合計は、
前回調査（61.2%）から今回調査（58.0%）で、やや減少している。
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どちらとも言えない
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無回答

（％）n=791



    定住意向（中学生との比較）
●市民アンケート調査（18歳以上）  ●まちづくり中学生アンケート調査

18歳以上市民は８割弱が住み続ける意思を持っている。
中学生においては、「どちらともいえない」が約４割を
占めトップ。
では中学生が望んでいる今後のまちづくりの力点とは（次頁）
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40.7

37.1

16.2

3.2

2.8
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どちらかといえば住み続けたい
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39.8

22.7

14.5

12.2
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どちらともいえない

どちらかといえば住みたい

住みたくない(できれば市外へ引越したい)

住みたい

どちらかといえば住みたくない

無回答

（％）n=525



今後のまちづくりの力点（中学生、複数回答可）
●まちづくり中学生アンケート調査
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48.2
30.1

23.4
23.4

20.6
14.3
13.0
12.0
11.0
10.1
10.1
8.8
7.4
6.3
4.8
4.8
4.6
4.4
3.8
3.6
3.2
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自然を守ってほしい
買い物をしやすくしてほしい

道路や電車、バスを便利にしてほしい
インターネット環境をよくしてほしい
遊び場(公園や広場など)を多く

子どもがたくさん生まれるようにしてほしい
人がたくさん来るようにしてほしい

まちのよいところをどんどんPRしてほしい
災害や犯罪から守ってほしい
生活の環境をよくしてほしい

人と人とが助け合っていくように
大学ができてほしい

スポーツ活動をさかんにしてほしい
働く場所をつくってほしい

住みやすい住宅地を増やしてほしい
お年寄りや障がいのある人を大切にしてほしい

歴史的なものを大切にしてほしい
農業・商業・工業等の産業をさかんに

文化活動をさかんにしてほしい
教育環境を整えてほしい
仕事の場ができてほしい

お医者さんを増やしてほしい
その他

（％）
n=525

第１位
自然を守ってほしい
（46.2％）
第２位
買い物をしやすくしてほ
しい（30.1％）
第３位（同率）
道路や電車、バスを便利
にしてほしい（23.4%）
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ環境をよくして
ほしい（23.4%）



   市内への定住意向（前回比較）
●市民アンケート調査（18歳以上）  ●前回調査（18歳以上）

前回から設問に変更のため厳密な比較は困難だが、

前回より市内に住み続けたい住民の割合の多さ（8割弱）が顕在化した。

１

10

40.7
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13.1
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ずっと今の地域に住みたい

どちらとも言えない

山県市以外へ移転したい

山県市内のどこか適当なところに移転したい
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これからの市が施策の力を入れる施策の希望（18歳以上市民）
●まちづくり市民アンケート調査（前回調査）
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第１位
高齢者福祉の実現
（40.8%）
第２位
子育て支援（39.3％）
第３位
東海環状自動車道を活かした
物流産業の誘致（38.1％）

高齢者福祉、子育て支援、東海環状自動車道を活かした物流産業の
誘致の３つが拮抗し、いずれも４割程を占めている。

40.8
39.3

38.1
37.2
36.3

31.9
31.7

28.7
20.4

17.7
10.2
9.9

7.8
3.7
3.3
2.8

0 10 20 30 40 50

高齢者福祉の充実
子育て支援

東海環状自動車道を活かした物流産業の誘致
公共交通の確保など生活支援策

災害等に対する備え
道路等交通基盤の整備

企業誘致の推進
人口増加施策

地場産業の振興
地域資源を活かした観光振興
地域コミュニティ活動の推進

生涯学習の充実
新エネルギー普及などの環境対策

その他
ＮＰＯ組織等の育成

無回答

（％）
N=791



これからの市が施策の重点を置く取り組みの希望（18歳以上市民）
●まちづくり市民アンケート調査（今回調査）
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26.9

19.7

11.5

10.7

7.0

4.6

3.9

3.7

2.8

2.0

2.0

0.7

4.4

0 10 20 30

人口減少対策

保健・福祉の分野

子育ての分野

産業振興の分野

交通の分野

教育の分野

環境保全の分野

都市基盤整備の分野

市政運営の分野

防災・防犯の分野

その他

生涯学習の分野

無回答

（％）
n=811 第１位

人口減少対策（26.9%）
第２位
保健・福祉の分野（19.7％）
第３位
子育ての分野（11.5）

第１位人口減少対策、第３位子育ての分野と密接にかかわるものと
して「子育てしやすいまちになるための力点」は次頁参照



子育てしやすいまちになるための力点（複数回答可）
●まちづくり市民アンケート調査（18歳以上）
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第１位
若者の雇用の場づくり
（38.5%）
第２位（同率で２つ）
保育サービスの充実（34.5％）
子育ての家庭への経済的支援の
充実（34.5）
第４位
若者・女性への就職・再就職支
援（33.3）

「雇用の場」は子育て世代の若者の働く職場の数の充実や子育てしやすい労
働環境等が推測される。全体として４つの項目が３割を超えて拮抗しており、
多面的な子育て支援への要求が期待されていることがわかる。

38.5

34.5

34.5

33.3

24.3

22.4

16.8

6.7

6.4

1.6

0 10 20 30 40 50

若者の雇用の場づくり

保育サービスの充実

子育て家庭への経済的支援の充実

若者・女性への就職・再就職支援

学校教育の充実

地域での子育て支援や交流の充実

若い世代向けの住宅の確保

家庭での男女共同参画の推進

わからない

その他

（％）
n=811


